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が
縁
で
、
本
町
と

20
年
来
交
流
し
て

い
る
昭
島
市
が
、

今
年
度
、
市
制
施
行
60
周

年
と
い
う
節
目
に
あ
た

り
、
こ
れ
ま
で
の
交
流
と

復
興
支
援
に
住
民
の
代
表

た
る
議
会
と
し
て
、
謝
意

を
伝
え
る
こ
と
が
主
な
目

的
で
し
た
。

　

水
と
緑
で
つ
な
が
る
岩

泉
・
昭
島
友
好
都
市
協
定

（
※
１
）
が
平
成
26
年
10

1650食のお礼
水

日
目
は
、
昭
島
市

議
会
議
員
等
78
人

と
交
流
会
で
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
昭
和
の
森

交
流
会
（
※
２
）
主
催
で
、

復
興
支
援
報
告
会
が
あ
り

ま
し
た
。
本
町
議
員
が
、

支
援
を
受
け
た
内
容
な
ど

を
ス
ラ
イ
ド
で
報
告
。
ま

た
、
被
災
し
た
議
員
が
実

体
験
を
話
し
１
０
３
人
と

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

〝
絆
〞友
好
都
市
協
定
に
華
を
添
え
る

〝
絆
〞友
好
都
市
協
定
に
華
を
添
え
る

　

東
京
都
昭
島
市
と
西
多
摩
郡
日
の
出
町
に
平
成
26
年
11
月
７
日
か
ら

９
日
ま
で
、
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

月
31
日
に
締
結
さ
れ
、
そ

の
絆
は
一
層
強
く
な
り
ま

し
た
。

46
回
昭
島
市
産
業

ま
つ
り
で
の
「
お

振
る
舞
い
」
は
、

６
月
か
ら
計
画
し
、
チ
ラ

シ
に
も
掲
載
し
た
た
め
、

こ
れ
を
目
当
て
に
来
場
し

た
人
も
い
ま
し
た
。
長
蛇

の
列
が
途
切
れ
る
こ
と
な

く
、
大
好
評
の
う
ち
に
２

時
間
半
で
終
了
し
ま
し
た
。

第

１

（※１）詳しくは、「広報いわいずみ」12月１日号をご覧ください
（※２）昭島市関連団体が主催した交流会

昭島市関連団体からの復旧・復興支援状況（平成26年 11月８日現在）

団体名（敬称略・順不同） 目的 内容

昭島市・昭島市議会・昭和の森芸術文化振興会・
国際ソロプチミスト昭島・東京昭島ライオンズク
ラブ・東京昭島中央ロータリークラブ・東京昭島
ロータリークラブ・昭島市医師会・昭島市サッ
カー協会・昭島市フットベースボール協会・昭島
地域交流ゴルフ大会実行委員会・昭島酒商組合・
昭島田中町住宅自治会・復興支援の会“みんなの
て”・東北地方岩泉町復興支援フェスティバル実
行委員会・昭島市青少年フェスティバル実行委員
会・サンコー機材㈱ほか

寄付金 2,641,056円

義援金 3,473,630円

図書等購入費 561,000円

遊具等購入費 1,038,396円

人的支援 23 人・自動車３台・
扇風機 150 台・掃除機３台・
LED ミニライト 920 個・タオ
ル・子ども服・生活物資支援等

 　11時から「お振る舞い」を開始。
 　まちのうちに平らげました。
650 食のお礼は午後１時 30分に終了しました

行政視察レポート行政視察レポート
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　昭島市民へ 

国際ソロプチミスト
昭島

会長  田
た な か

中令
れい こ

子さん
昭島市議会

議長  中
な か の

野義
よしひろ

弘さん

復興支援に感謝

の
組
合
は
、
多
摩

地
域
25
市
１
町
４

０
０
万
人
の
一
般

廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
を

管
理
し
て
い
ま
す
。
平
成

18
年
度
に
国
内
唯
一
と
い

う
エ
コ
セ
メ
ン
ト
事
業

（
※
）
に
よ
り
、
一
般
廃

棄
物
の
最
終
処
分
量
98
％

の
大
幅
な
削
減
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
関
係
者
の
熱

意
に
よ
り
、
狭
い
都
会
の

中
で
、
あ
と
何
年
で
一
般

廃
棄
物
を
捨
て
る
場
所
が

な
く
な
る
か
と
い
う
絶
体

一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
量

98
％
も
削
減

幼
年
期
か
ら
環
境
教
育

（※）一般廃棄物の焼却灰等をセメントの原料に混ぜてエコセメントを造る事業

絶
命
の
状
況
か
ら
脱
却
し

た
事
例
で
す
。

　

本
町
に
お
け
る
少
子
高

齢
化
お
よ
び
限
界
集
落
の

危
機
の
打
開
に
示
唆
を
与

え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ

サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
を
効
率
よ
く
整

備
し
、
環
境
教
育

に
重
点
を
置
い
た
素
晴
ら

し
い
施
設
で
し
た
。

　

幼
年
期
か
ら
の
意
識
の

啓け
い
も
う蒙
を
軸
に
置
い
た
考
え

方
は
、
本
町
に
お
け
る
環

境
、
健
康
等
の
分
野
に
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

リ

東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組
合
（
日
の
出
町
）

昭
島
市
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー ゴミがセメントに変身！

朝８時から仕込みに入り、予定どおり　 　
長蛇の列が、用意した鍋をたち　 　

「鮭のつみれ汁」1000 食、「松茸のひっつみ汁」　

分かりやすい復興報告 意欲の高さに敬服
　
「
お
ば
ん
で
す
」
心
が
温
か
く
な
る
い
つ
も

の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
っ
た
復
興
支
援
報
告
会
。

昭
島
市
の
関
連
団
体
が
贈
っ
た
義
援
金
や
支

援
の
品
が
、
ど
の
よ
う
に
役
立
っ
て
い
る
の

か
、
映
像
を
使
っ
て
分
か
り
や
す
く
報
告
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
短
角
牛
肉
や
ど
ん
ぐ
り
麺

な
ど
の
特
産
品
を
い
た
だ
き
な
が
ら
話
が
盛

り
上
が
り
、
岩
泉
の
皆
様
の
笑
顔
に
パ
ワ
ー

を
い
た
だ
い
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
島
市
の
市
制
施
行
60
周
年
の
記
念
す
べ

き
年
に
、
当
市
の
環
境
政
策
お
よ
び
産
業
振

興
政
策
に
つ
い
て
ご
視
察
を
い
た
だ
き
、
誠

に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　

行
政
視
察
に
お
け
る
貴
議
会
皆
様
の
意
欲

の
高
さ
に
敬
服
を
い
た
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

こ
の
視
察
が
貴
町
の
さ
ら
な
る
発
展
の
一
助

と
し
て
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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12
月
定
例
会
は
12
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で
の
３
日
間
に

わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
定
住
化
策

な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

条
例
改
正
や
補
正
予
算
は
特
別
委
員
会
を
設
け
て
集
中

審
査
。
そ
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

12月定例会
の

あらまし

）

携帯電話
不感世帯の
解消へ

帯
電
話
の
不
感
世

帯
を
解
消
す
る
た

め
の
補
助
金
72
万

６
千
円
の
予
算
を
可
決
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
不
感
世
帯
解

消
の
た
め
、
住
宅
内
に

小
型
無
線
基
地
局
装
置

（
フ
ェ
ム
ト
セ
ル
）
を
設

置
し
、
使
用
を
可
能
に
す

る
た
め
の
運
用
経
費
を
助

成
す
る
も
の
で
す
。

　

該
当
用
件
は
、
①
携
帯

電
話
を
保
有
し
、
②
携
帯

の
誘
客
を
は
か
る

た
め
、
委
託
料
２

０
０
万
円
の
予
算

を
可
決
し
ま
し
た
。

　

冬
の
龍
泉
洞
は
、
地
底

湖
の
透
明
度
が
増
し
、
冬

眠
中
の
コ
ウ
モ
リ
を
高
い

確
率
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
に
、「
食
」

を
加
え
て
、
誘
客
事
業
を

行
う
も
の
で
す
。

　

龍
泉
洞
の
「
ポ
ン
テ
」

で
は
、
恋
人
の
聖
地
を
前

面
に
出
し
た
ス
イ
ー
ツ
な

電
話
事
業
者
３
社
の
電
波

が
入
ら
ず
、
③
レ
ピ
ー

タ
ー
（
増
幅
器
）
の
対
策

が
不
可
能
な
世
帯
で
す
。

　

補
助
対
象
は
、
フ
レ
ッ

ツ
光
回
線
の
利
用
料
と
初

期
費
用
（
契
約
料
お
よ
び

初
期
工
事
費
）
等
で
す
。

　

今
回
の
対
象
は
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
の
フ
レ
ッ
ツ
光
サ
ー
ビ

ス
が
開
始
さ
れ
て
い
る
区

域
内
の
21
世
帯
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

津
田
・
安

家
・
有
芸
地
区
は
平
成
27

年
度
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

実
施
期
間
は
、
平
成
26

年
12
月
か
ら
平
成
31
年
度

ま
で
で
す
。

携冬
こ
そ
龍
泉
洞

 

あ
っ
た
か
お
も
て
な
し
事
業

ど
の
食
を
提
供
す
る
計
画

で
す
。

　

ま
た
、
冬
期
間
は
、
炭

鉱
ホ
ル
モ
ン
を
龍
泉
洞
レ

ス
ト
ハ
ウ
ス
で
提
供
す
る

ほ
か
、
龍
泉
洞
水
ま
つ
り

の
日
は
、
町
の
代
表
的
な

郷
土
料
理
で
あ
る
八
杯
豆

腐
や
あ
ん
ず
き
ば
っ
と
う

等
の
早
食
い
大
会
を
企
画

し
て
い
ま
す
。

　

委
託
先
は
㈱
岩
泉
総
合

観
光
を
予
定
。

冬

恋人の聖地を前面に出したスイーツ
で誘客をはかる龍泉洞の「ポンテ」

漁師の産直施設等の用地と事業の促進を後押しする防災設備「山付け堤防」

山付け堤防山付け堤防

河川堤防河川堤防
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被災跡地
活用事業

（※）

災
跡
地
活
用
地
域

活
性
化
事
業
と
し

て
、「
小
本
復
興

の
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施

設
」
を
整
備
す
る
た
め
、

実
施
設
計
委
託
料
の
予
算

を
可
決
し
ま
し
た
。

　

総
事
業
費
は
、
約
２
億

円
が
見
込
ま
れ
、
平
成
27

年
度
の
完
成
予
定
で
す
。

　

施
設
の
主
な
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

① 

小
本
の
茶
の
間

　

誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄

る
こ
と
が
で
き
る
。

小
本
に
漁
師
の
産
直
施
設

　

ま
た
、
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
・
井
戸
端
会
議
が
で
き

る
場
所
。

② 

浜
の
市

　

地
産
地
消
の
実
験
的
取

り
組
み
が
で
き
、
地
場
産

の
材
料
と
小
本
の
人
の
手

に
よ
る
水
産
加
工
品
の
開

発
が
で
き
る
場
所
。

　

ま
た
、
郷
土
料
理
の
体

験
が
で
き
る
。

③ 

体
験
学
習
の
拠
点

　

海
を
中
心
と
し
た
観

光
・
漁
業
体
験
等
の
活
動

拠
点
、情
報
発
信
の
場
所
。

被

浜の活性化が期待される産直施設等の位置図

至 田野畑村

山付け堤防

至 宮古市

旧 小本
小学校

小本生活
改善センター

多目的広場
駐車場

産直施設
など河

川
堤
防

国　道　45　号

［事業概要］
・建設場所　小本字家の向地内
・敷地面積　約5550㎡
・事業費
　用地取得 約 6200万円
　造成費 約 3000万円
　施設費 約 1億円

［施設概要］
　直販・食堂
　加工室
　市場広場・
　駐車場等

（※）ヘミングウェイの小説「老人と海」をイメージした事業のサブテーマ。生涯を通じ
て漁業などにいそしむことにより、地域が活性化してほしいという願いが込められている

条例改正と補正予算の主な内容
◇ 一般職の職員の給与に関する条例の一部改正
　一般職の給料を平均0.3%引き上げするものです。また、
災害時等の管理職員特別勤務手当の支給について新たに定め
ました。
◇ ふるさと納税謝礼　685万円（合計：1539万円）
　ふるさと納税が増えたことにより、謝礼を増額しました。
年間2100件の納税を見込んだものです。
◇ 学校施設防災機能強化事業実施設計委託　343万円
　避難所になり得る学校施設の防災面を強化するため、工事
の設計を委託します。
◇国内外研修交流事業補助金　80万円（合計：1050万円）
　昭島市との友好都市締結を記念し、町から「一般の部」と「中
学生の部」に2チームずつ計4チームを第60回昭島新春駅
伝競走大会に派遣します。また、米国アーラム大学からのイ
ンターンシップ2人を受け入れるものです。この事業実施に
伴う費用を助成します。
◇指導用教科書等購入　965万円
　平成 27年度に小学校の教科書が全面改訂されることに伴
い、教師用の教科書や指導書を購入します。
◇福祉灯油助成　700万円
　灯油価格の高騰に伴い、町民税の非課税世帯で次の①～③
のいずれかに該当する場合に、１世帯１万円を助成します。
① 65歳以上の高齢者のみの世帯、②重度心身障がい者がい
る世帯、③ひとり親家庭の世帯。

西里さんと上川原さんの再任に同意
町固定資産評価審査委員

　町固定資産税評価審査委員に、小川の
西里孝夫さん（79）と岩泉の上川原一
夫さん（73）を再任することに同意し
ました。
　西里さんが平成 27年 3月 3日で、上
川原さんが平成 27年 3月 4日で任期が
満了となるため再任されたものです。
　任期はそれぞれ 3年間です。

西
にしさと

里　孝
たか お

夫さん 上
かみかわら

川原　一
かずお

夫さん
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条
例
補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会

各地域の活性化等のために、復興支援員を募集します
（地域活動でにぎわう本沢廻自治会の流しそうめんの様子）

条例補正予算審査特別委員会（野舘泰喜委員長）では、
条例改正や補正予算を審査しました。

審査の結果、付託された14議案すべてを可決すべきと決定。その後の
本会議で、全会一致で原案のとおり可決しました。委員会の
審査の中からいくつかの質疑を要約してお伝えします。

○ 委託目的：町の復興と
地域振興を担う人を募
集する。

○ 内容：インターネット
上に広告を掲載する。
東京都でイベントを開
催する。

○ 委託先：復興支援業務
を行っているNPO法
人等を予定。

○ 委託料：60万円。（26
年度）

○期間：5年間。

人口増加と
地域振興に

期待

募
集
人
員
の
予
定
数

は
。
ま
た
、
町
外
か

ら
の
採
用
者
に
は
、
宿
泊

施
設
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

町
内
外
か
ら
50
〜

１
０
０
人
程
度
を
募

集
す
る
。
宿
泊
先
は
応
急

仮
設
住
宅
を
予
定
し
て
い

る
。

仮
設
住
宅
事
業
が
終

了
し
た
後
の
対
応
は
。

空
き
家
を
活
用
し
て

い
き
た
い
。

給
料
・
報
酬
や
賃
金

は
い
く
ら
か
。

給
料
等
は
、
年
間

２
０
０
万
円
+
α
が

上
限
と
な
る
。
財
源
は
、

国
の
震
災
復
興
特
別
交
付

税
が
見
込
ま
れ
る
。

上
限
が
２
０
０
万
円

+
α
で
は
、
人
が
集

ま
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

応
急
仮
設
住
宅
に
入

居
す
れ
ば
住
居
費
負

担
が
少
な
く
な
る
の
で
、

収
入
と
し
て
は
妥
当
と
考

え
る
。

　

ま
た
、
他
市
町
村
で
同

様
の
事
業
を
実
施
し
て
い

る
が
、
あ
る
程
度
の
人
数

は
集
ま
っ
て
い
る
。

地
域
か
ら
要
望
が

あ
っ
た
の
か
。ま
た
、

詳
細
が
決
ま
っ
て
い
な
い

の
に
募
集
す
る
の
は
、
早

急
で
は
な
い
か
。

要
望
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
は
な
い

が
、
復
興
の
促
進
や
地
域

振
興
の
た
め
に
、
早
急
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

問問 問

問問

答答 答

答答

12月補正予算の状況
会計名 補正額 補正後の予算額

一 般 会 計 7億 5360万円 134億 5369万円

特
別
会
計

国民健康保険（事業勘定） △1942万円 15億 7062万円
後 期 高 齢 者 医 療 880万円 1億 1010万円
介護保険（事業勘定） 77万円 14億 6514万円
簡 易 水 道 13万円 6億　197万円
観 光 事 業 509万円 1億 9563万円
公 共 下 水 道 事 業 52万円 1億 7222万円
大 川 財 産 区 △371万円 159万円
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条
例
補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会

ぴ
ー
ち
ゃ
ん
ね
っ
と

で
動
画
配
信
す
る
時

の
画
像
の
鮮
明
度
合
は
、

ど
の
く
ら
い
か
。

　

議
会
の
様
子
も
配
信
で

き
る
か
。

解
像
度
は
、
今
よ
り

約
２
倍
良
く
な
り
、

60
分
程
度
流
せ
る
よ
う
に

な
る
。

　

議
会
の
内
容
は
、
60
分

程
度
に
編
集
し
、
議
会
終

了
後
１
週
間
以
内
に
は
配

信
し
た
い
。

ス
タ
ジ
オ
設
置
工
事

費
が
、
補
正
予
算
に

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
採
用
は
。

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
経

験
者
の
雇
用
を
検
討

す
る
。

問問

問

答答

答

緊
急
支
援
に
加
え
、

基
金
を
設
け
、
難
局

を
乗
り
切
る
べ
き
で
あ
る
。

肥
育
か
ら
繁
殖
ま
で

一
貫
経
営
を
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
県
の
支
援

策
の
動
向
も
含
め
考
え
て

い
く
。

子
牛
が
高
額
で
売
買

さ
れ
、
子
牛
繁
殖
農

家
に
と
っ
て
は
条
件
が
い

い
が
、
肥
育
農
家
に
は
厳

し
い
。

　

打
開
策
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

緊
急
支
援
と
し
て
１

頭
当
た
り
６
万
５
７

７
７
円
を
上
限
に
42
頭
分
、

補
正
予
算
に
計
上
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
販
売
促

農
地
中
間
管
理
事
業

協
力
金
４
０
５
８
万

６
０
０
０
円
の
内
容
は
。

地
域
農
業
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
基
本
に
据

え
た
も
の
で
、
担
い
手
へ

の
農
地
集
積
・
集
約
化
に

よ
り
、
農
地
の
有
効
利
用

や
農
業
経
営
の
効
率
化
を

進
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

農
地
中
間
管
理
機
構

が
、
農
地
の
借
り
受
け
・

貸
し
付
け
、
管
理
、
基
盤

整
備
等
の
利
用
条
件
の
改

善
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

出
し
手
の
農
家
が
地

域
で
使
え
る
協
力
金

は
、
面
積
要
件
が
あ
る
の

か
。

地
域
内
の
農
地
面
積

の
20
％
超
え
を
農
地

中
間
管
理
機
構
に
貸
し
付

け
た
場
合
や
離
農
す
る
農

家
が
農
地
を
10
年
以
上
貸

し
付
け
た
場
合
に
該
当
す

る
。

　

耕
作
者
協
力
金
は
、
受

問答 進
を
は
か
り
、
生
産
費
の

上
昇
を
吸
収
で
き
る
仕
組

み
を
作
り
た
い
。

問答

近年になく高値で取引される短角牛の子牛

ぴーちゃん
ねっと

動
画
配
信
の
時
間
は

60
分
程
度
配
信
可
能

問答問答

小学校

農地貸借

短角牛

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
と
は

新
し
い
仕
組
み
と
は

子
牛
の
価
格
高
騰
に
打
開
策
を

複
式
学
級
に
活
用
す
る

中
間
管
理
機
構
が
行
う

肥
育
農
家
へ
補
助
金
を
交
付

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
と

は
何
か
。

パ
ソ
コ
ン
の
画
面
上

に
教
科
書
が
あ
り
、

ク
リ
ッ
ク
（
※
）
す
る
と

図
形
が
出
て
き
た
り
、
写

真
が
大
き
く
な
る
情
報
等

が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
児
童
自
身
で

の
利
用
が
可
能
で
、
主
体

的
な
学
び
を
推
進
で
き
る
。

　

来
年
度
、
小
学
校
の
教

科
書
が
全
面
改
訂
に
な

る
。
本
町
に
多
い
複
式
学

級
の
指
導
を
充
実
さ
せ
る

た
め
に
、
購
入
す
る
。

け
手
の
農
地
に
隣
接
す
る

農
地
ま
た
は
２
筆
以
上
の

集
団
農
地
を
貸
し
付
け
た

場
合
に
交
付
さ
れ
る
。

農地中間管理機構
（岩手県農業公社）

①農地を借り受け
②農地を貸し付け
③基盤整備等による利用条件の改善
④貸し付けるまでの間、農地として整理

　この事業に協力した人のうち、交付要件に該当する「個人（農地所有者または利用権設
定者）」およびその「地域」に対して「機構集積協力金」が支払われます。

農地中間管理事業の仕組み
農地

借り受け

借地料

農地

貸し付け

借地料

出　

し　

手

受　

け　

手

（※）パソコンの操作法の一つ。マウスのボタンをカチッと押すこと
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一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来

の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
、
所
信
や
疑
問
を
た
だ
す
こ
と
、
あ
る
い
は
報
告
や
説
明
を
求
め

る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

こ
の
一
般
質
問
に
よ
り
、
執
行
機
関
の
政
治
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
政
治

責
任
を
明
確
に
さ
せ
ま
す
。

　

結
果
と
し
て
「
現
行
の
政
策
変
更
」
や
「
新
規
政
策
を
採
用
」
さ
せ
る
な
ど
の
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　

内
容
を
要
約
し
て
登
壇
順
（
質
問
順
）
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
質
疑
全
文
を
記
録
し
た
会
議
録
は
、
３
月
下
旬
こ
ろ
か
ら
町
立
図
書
館
ま
た
は

役
場
各
支
所
図
書
室
で
閲
覧
可
能
と
な
る
予
定
で
す
。

一
般
質
問

一
般
質
問

① 地域創生法への取り組みは
 三田地久志　9p

① 林業振興にCLTの活用を
② 住みやすいまちづくりを
 八重樫龍介　10p

① まちづくり策定方針は
② 民営保育園も0歳児保育を
③ 観光部門の充実強化を
 坂本　昇　11p

① 単身者が入居できる住宅を
② 正職員保育士の確保を急げ
 三田地和彦　12p

① 医療費助成の現物給付化を
② 住宅リフォーム奨励金を店舗にも
③ 三セク減資は、町民負担では
 林﨑竟次郎　13p

5人の議員が発言
～質問内容～

■
岩
手
県
の
医
療
費
助
成

制
度
に
つ
い
て
現
物
給
付

の
導
入
を
求
め
る
請
願

▽
請
願
者　

岩
手
県
保
険

医
協
会

　

会
長　

南
部
淑
文

▽
紹
介
議
員

　

三
田
地
久
志

採
択

　

12
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
請
願
は
２
件
で
し
た
。

　

請
願
２
件
と
緊
急
要
請
１
件
の
審
査
を
常
任
委
員
会

に
付
託
。
本
会
議
で
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
陳
情
書
１
件
と
要
望
書
２
件
は
、
議
会
運
営

委
員
会
で
協
議
し
、
議
員
と
町
当
局
へ
資
料
配
付
し
ま

し
た
。 皆

さ
ん
か
ら
の

■
米
価
安
定
対
策
に
関
す

る
緊
急
要
請

▽
要
請
者　

新
岩
手
農
業

協
同
組
合　

代
表
理
事
組

合
長　

久
保
憲
雄

■
「
延
期
」
で
は
な
く
消

費
税
10
％
増
税
の
中
止
を

択
し
た
請
願
等
の

意
見
書
は
、
議
員

発
議
で
提
案
し
、

全
会
一
致
で
可
決
。
国
や

県
の
関
係
機
関
に
送
付
し

一
部
採
択

不
採
択

求
め
る
請
願

▽
請
願
者　

岩
手
県
商
工

団
体
連
合
会
・
宮
古
民
主

商
工
会　

会
長　

崎
尾
誠

▽
紹
介
議
員

　

林
﨑
竟
次
郎

採

ま
し
た
。

■
都
道
府
県
単
独
医
療
費

助
成
制
度
に
お
け
る
現
物

給
付
導
入
に
か
か
る
交
付

金
削
減
の
撤
廃
を
求
め
る

意
見
書

■
岩
手
県
の
医
療
費
助
成

制
度
に
つ
い
て
現
物
給
付

の
導
入
を
求
め
る
意
見
書

■
米
価
安
定
対
策
等
に
関

す
る
意
見
書
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町の総合戦略を形づける
伊達 町長

地域創生法への取り組みは
三
み た ち

田地　久
ひさし

志 議員

三
田
地
久
志
議
員　

ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

法（
以
下「
地
域
創
生
法
」）

が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
地
方
自
治
体
の
ア

イ
デ
ア
勝
負
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
次
の
こ
と
に
つ
い

て
聞
く
。

①
地
域
創
生
法
に
関
す
る

本
町
の
取
り
組
み
は
、
三

セ
ク（
※
１
）の
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
化（
※
２
）と

考
え
る
が
、進し

ん
ち
ょ
く捗

状
況
は
。

②
地
域
お
こ
し
協
力
隊

（
※
３
）
を
採
用
し
、
定

住
化
を
は
か
っ
て
は
ど
う

か
。

③
誘
致
企
業
の
海
外
協
力

拠
点
工
場
が
あ
る
国
々

へ
、
龍
泉
洞
の
水
を
輸
出

で
き
る
よ
う
、
協
力
を
求

め
る
考
え
は
な
い
か
。

④
町
に
は
、
小
本
川
、
安

家
川
、
摂
待
川
の
水
系
が

あ
る
が
、
こ
れ
を
活
用
し

た
誘
客
を
進
め
て
は
ど
う

か
。

　

ま
た
、
か
つ
て
は
無
数

に
い
た
「
カ
ジ
カ
」
の
養

殖
事
業
を
行
う
考
え
は
な

い
か
。

⑤
ふ
る
さ
と
納
税
を
目
的

フ
ァ
ン
ド
に
し
て
は
ど
う

か
。

⑥
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
を
利
用
し
て
、
地
域

経
済
や
雇
用
基
盤
の
強

化
・
再
生
を
目
指
し
て
は

ど
う
か
。

⑦
地
方
創
生
に
は
困
難
が

伴
う
が
、
乗
り
越
え
る
創

意
工
夫
と
根
気
が
求
め
ら

れ
る
。
今
後
の
抱
負
を
聞

く
。

伊
達
町
長　

国
で
は
、
人

口
減
少
の
克
服
と
地
方
創

生
に
国
と
地
方
が
総
力
を

挙
げ
て
取
り
組
む
指
針
を

定
め
て
い
る
。
国
の
動
き

を
注
視
し
、
町
の
総
合
戦

略
を
形
づ
け
る
。

①
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
化

は
、
町
の
最
重
要
課
題
で

あ
る
。
町
、
県
お
よ
び
国

と
の
間
で
補
助
金
や
地
方

債
の
取
り
扱
い
の
解
釈
に

相
違
が
あ
り
、
こ
の
点
を

解
消
す
べ
く
、
さ
ら
に
詰

め
て
い
く
。

②
東
日
本
大
震
災
の
特
定

被
災
地
方
公
共
団
体
な
ど

を
対
象
と
し
た
復
興
支
援

員
制
度
を
新
年
度
か
ら
活

用
し
て
い
く
。

③
誘
致
企
業
を
介
し
た
町

の
物
産
の
販
売
に
つ
い
て

は
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い

て
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ

て
企
業
等
に
働
き
か
け
て

い
く
。

④
漁
業
権
を
有
す
る
各
河

川
漁
業
協
同
組
合
と
調

査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
。

⑤
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

⑥
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
た

め
、環
境
基
盤
を
整
備
し
、

情
報
発
信
を
し
な
が
ら
、

起
業
者
と
連
携
・
支
援
し

て
い
く
こ
と
で
町
の
活
性

化
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
。

⑦
ふ
る
さ
と
岩
泉
の
た
め

に
、
住
民
と
と
も
に
、
自

主
・
自
立
の
気
概
で
厳
し

い
状
況
を
乗
り
越
え
よ
う

と
す
る
強
い
意
志
を
持
っ

て
、
町
政
を
運
営
し
て
い

く
。

清水川龍泉洞特設釣り場の様子

（※１）第三セクターの略。国や地方公共団体等の公共部門（第一セクター）と民間部門（第二セクター）と
の共同出資で設立された事業主体

（※２）持株会社のこと
（※３）日本の様々な地域の振興を目指す総務省の制度
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林
業
振
興
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
を

森
林
整
備
事
業
と
合
わ
せ
検
討

八や
え
が
し

重
樫　

龍り
ゅ
う
す
け介 

議
員

伊
達 

町
長

八
重
樫
龍
介
議
員　

総
面

積
の
９
割
を
超
え
る
山
林

を
有
す
る
本
町

に
と
っ
て
、
林

業
の
振
興
は
重

要
で
あ
る
。
林

業
従
事
者
の

年
収
は
、
約

２
０
０
万
円
と

聞
い
て
い
る
。

こ
の
金
額
で

は
、
次
世
代
の

後
継
者
の
育
成

は
も
と
よ
り
、

林
業
の
継
続
が

難
し
い
状
況
に
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
国
際
的
に
も

急
速
な
伸
び
を
見
せ
て
い

る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
木
質
構
造
用

材
料
の
直
交
集
成
板
）
の

活
用
に
強
力
に
取
り
組

み
、
森
林
認
証
（
※
１
）

材
と
併
せ
、
木
材
需
要
の

拡
大
を
喚
起
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

伊
達
町
長　

森
林
所
有
者

の
集
約
化
、
機
械
化
に
よ

る
生
産
性
の
向
上
、
安
定

供
給
体
制
の
確
立
や
木
材

加
工
業
の
支
援
・
強
化
が

急
務
で
あ
る
。

　
「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
普
及
に
向

け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
行

程
表
）」
が
林
野
庁
、
国

土
交
通
省
に
お
い
て
公
開

さ
れ
、
利
用
に
向
け
た
条

件
整
備
が
進
め
ら
れ
、
今

後
、
実
証
試
験
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
結

果
を
注
視
し
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の

活
用
お
よ
び
Ｃ
Ｌ
Ｔ
用
ラ

ミ
ナ
供
給
等
に
つ
い
て
、

森
林
整
備
事
業
お
よ
び
Ｆ

Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
林
拡
大
事

業
等
と
合
せ
検
討
し
て
い

く
。

八
重
樫
議
員　

ま
ち
づ
く

り
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
（
※

２
）
の
調
査
結
果
で
、「
住

み
に
く
い
」
が
約
21
％
も

あ
り
、
見
過
ご
せ
な
い
数

字
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
人

口
流
失
の
要
因
で
あ
る
な

ら
ば
、
最
優
先
に
取
り
組

む
べ
き
課
題
で
あ
る
。

　

原
因
と
解
決
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

聞
く
。

町
長　
「
住
み
に
く
い
」

と
回
答
し
た
要
因
は
「
交

通
の
便
が
悪
い
」「
医
療

施
設
が
少
な
い
」
こ
と
な

ど
が
主
な
理
由
と
捉
え
て

い
る
。

　

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
を
真

に
受
け
と
め
、

新
岩
泉
町
ま
ち
づ
く
り
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画

（
※
３
）
に
お
い
て
幹
線

道
路
等
の
改
良
促
進
と
医

師
確
保
対
策
支
援
な
ど
、

町
民
に
直
結
す
る
福
祉
施

策
を
こ
れ
ま
で
に
も
増
し

て
強
力
か
つ
着
実
に
進
め

て
い
く
。

CLT製材で作られた建物（写真提供：銘建工業㈱）

（※１）適正に管理された森林から算出した木材などに認証マークを付けることによって、持続可能な森林の利用と保護をはかる制度
（※２）平成 26年６月にまちづくり計画策定のために、全世帯を対象に実施した調査。詳しくは「広報いわいずみ」12月１日号をご覧ください
（※３）各分野、各地域に関わるさまざまな課題や目指す姿を記した「まちづくり」の最も基本になる計画。後期計画は、平成 27年度から平成

31年度までの計画で、今年度策定される

さらなる医療の充実を！

住みやすいまちづくりを
福祉施策を強力に推進
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町民の声を計画に反映
伊達 町長

まちづくり策定方針は
坂
さかもと

本　昇
のぼる

 議員

坂
本
昇
議
員　

新
岩
泉
町
ま
ち

づ
く
り
総
合
計

画
後
期
基
本
計

画
は
、
何
に
力

を
置
い
て
、
町

民
が
納
得
す
る

ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
の

か
。

　

ま
た
、
町
政

懇
談
会
に
、
若

者
や
女
性
層
の

参
加
が
少
な

い
。
こ
れ
ら
の

改
善
・
対
応
を

ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

伊
達
町
長　

前

期
計
画
の
実
施

状
況
や
、
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
お
よ
び
町
政
懇
談
会
で

の
意
見
・
提
言
な
ど
を
総

合
的
に
く
み
取
っ
て
素
案

を
策
定
し
た
。特
に
も「
定

住
化
の
促
進
」
に
つ
い
て

は
、
町
の
最
重
要
課
題
と

し
て
位
置
付
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
今
あ
る
産
業
の

定住化促進には子育て環境の充実が不可欠です

充
実
強
化
を
は
か
り
な
が

ら
、
一
方
で
新
た
な
起
業

の
種
を
蒔
く
こ
と
を
念
頭

に
置
き
、策
定
し
て
い
る
。

　

若
者
の
柔
軟
な
発
想
や

女
性
の
意
見
は
、
活
力
あ

る
町
づ
く
り
の
大
き
な
要

素
と
な
る
こ
と
か
ら
、
参

加
を
促
す
取
り
組
み
を
重

ね
て
い
く
。

坂
本
議
員　

０
歳
児
保
育

は
、
子
育
て
環
境
の
均

衡
・
充
実
の
た
め
、
民
営

保
育
園
も
０
歳
児
か
ら
の

保
育
に
対
応
す
べ
き
。

町
長　

３
歳
未
満
児
は
、

発
達
段
階
に
お
い
て
極
め

て
大
き
な
差
が
あ
り
、
職

員
確
保
や
設
備
の
観
点
か

ら
、
現
段
階
で
は
受
け
入

れ
は
難
し
い
。

　

平
成
27
年
度
開
園
予
定

の
小
川
こ
ど
も
園
、
小
本

こ
ど
も
園
に
整
備
さ
れ
る

３
歳
未
満
児
用
保
育
ス

ペ
ー
ス
を
活
用
し
な
が

ら
、
保
育
ニ
ー
ズ
に
適
切

に
対
応
す
る
よ
う
、
調

査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
。

民
営
保
育
園
も
０
歳
児
保
育
を

受
け
入
れ
は
難
し
い
が
研
究
す
る

坂
本
議
員　

先
般
、
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
協
議
会
が
立

ち
上
げ
ら
れ
、
総
合
的
な

観
光
推
進
に
期
待
が
寄
せ

ら
れ
る
が
、
観
光
協
会
・

観
光
ガ
イ
ド
協
会
・
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
協
議
会
・
潮

風
ト
レ
イ
ル
等
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
部
門
で
取
り
組
ん

で
い
る
。
事
務
局
の
一
本

化
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
に
つ
い

て
、
早
急
に
取
り
進
め
る

べ
き
。

町
長　

組
織
の
構
成
員
が

異
な
り
、
設
立
の
目
的
に

沿
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動

し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
目
的
の
中
に

は
共
通
す
る
部
分
も
あ
る

の
で
、
見
直
し
も
必
要
と

思
わ
れ
る
。
総
合
的
な
観

光
振
興
を
推
進
す
る
上

で
、今
後
検
討
し
て
い
く
。

観
光
部
門
の
充
実
強
化
を

総
合
的
な
観
光
振
興
で
検
討
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単
身
者
が
入
居
で
き
る
住
宅
を

民
間
活
用
や
家
賃
支
援
を
検
討

三み

た

ち
田
地　

和か
ず
ひ
こ彦 

議
員

伊
達 

町
長

三
田
地
和
彦
議
員　

宮
古

市
、
田
野
畑
村
な
ど
か
ら

町
内
の
誘
致
企
業
や
三
セ

ク
で
働
い
て
い
る
多
く
の

若
者
の
定
住
化
を
は
か
る

た
め
、
単
身
者
が
入
居
で

き
る
町
営
住
宅
の
建
築
を

行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

住
居
環
境
を
整
え
る
こ

と
に
よ
り
、
結
婚
に
も
結

び
付
く
の
で
は
な
い
か
。

伊
達
町
長　

民
間
賃
貸
住

宅
が
あ
る
こ
と
や
若
者
と

い
う
年
齢
の
定
義
の
難
し

さ
な
ど
か
ら
、
町
営
に
よ

三
田
地
議
員　

小
本
こ
ど

も
園
と
小
川
こ
ど
も
園
が

完
成
す
る
こ
と
か
ら
、
保

育
士
の
確
保
は
急
務
で
あ

る
。
若
い
保
育
士
が
正
職

員
を
希
望
し
な
い
原
因
を

分
析
し
た
か
。

　

本
町
出
身
者
で
保
育
士

資
格
を
持
ち
な
が
ら
、
町

外
や
県
外
の
保
育
園
等
で

働
く
人
も
い
る
。
こ
ど
も

園
や
保
育
園
は
、
若
者
そ

し
て
男
性
も
女
性
も
働
け

る
職
場
で
あ
る
。

　

保
育
士
の
確
保
と
雇
用

に
つ
い
て
町
長
の
考
え
を

聞
く
。

町
長　

臨
時
保
育
士
の
勤

務
を
希
望
し
た
主
な
理
由

る
従
来
型
の
住
宅
整
備
は

難
し
い
。

　

し
か
し
、
若
者
が
町
内

に
定
住
し
、
地
域
の
様
々

な
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
そ
の
地
域
内
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
り
出

し
、
さ
ら
に
子
ど
も
か
ら

若
者
、
高
齢
者
ま
で
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
地
域
を
形

成
す
る
こ
と
が
「
住
み
続

け
た
い
岩
泉
町
」
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
認
識
し
て

い
る
。

　

新
た
な
視
点
で
、
民
間

等
の
集
合
住
宅
の
活
用
や

賃
貸
住
宅
の
家
賃
支
援
な

ど
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
く
。

に
は
、「
仕
事
と
家
庭
の

両
立
が
難
し
い
」「
今
よ

り
仕
事
や
責
任
が
増
え
た

場
合
、
や
っ
て
い
く
自
信

が
な
い
」な
ど
で
あ
っ
た
。

　

本
年
６
月
に
、
正
職
員

保
育
士
の
臨
時
募
集
を
行

い
、
３
人
を
採
用
し
た
。

平
成
27
年
４
月
採
用
に
つ

い
て
は
、
５
人
の
募
集
を

行
っ
た
が
、
応
募
が
２
人

の
み
で
あ
っ
た
。

　

今
後
、保
育
士
養
成
校

に
も
積
極
的
に
働
き
掛
け

を
行
う
ほ
か
、資
格
を
持

ち
な
が
ら
保
育
現
場
に
就

職
し
て
い
な
い
保
育
士
の

掘
り
起
こ
し
を
行
う
な
ど
、

雇
用
に
結
び
つ
け
て
い
く
。

正職員保育士の確保を急げ
募集するも定員割れに苦慮

雇用の場には、保育士の確保も
重要です（いわいずみこども園）

定住化のために単身者用の
住宅建設が望まれます
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制度導入時に積極的に進める
伊達 町長

林
はやしざき

﨑　竟
きょうじろう

次郎 議員

林
﨑
竟
次
郎
議
員　

ま
ち

づ
く
り
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
調
査
結
果
で
、「
魅
力

あ
る
ま
ち
に
な
る
た
め
に

は
」
の
問
い
に
、「
医
療
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」

が
58
・
０
％
、「
子
育
て

の
た
め
に
大
切
な
こ
と

は
」
で
は
、「
出
産
や
子

育
て
に
か
か
る
経
済
的
負

担
の
軽
減
」
が
62
・
８
％

で
あ
っ
た
。

　

医
療
費
助
成
を
現
物
給

付
に
す
る
と
、
事
務
量
や

経
費
が
削
減
さ
れ
、
患

者
、
医
療
機
関
、
行
政
に

メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
の
で
、
導
入

す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
住
民

税
課
税
世
帯

は
、
自
己
負
担

（
※
）
が
生
じ

て
い
る
。
子
育

て
に
伴
う
経
済

的
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
に
、

自
己
負
担
を
廃

止
す
べ
き
で
は
。

今の医療費助成は、窓口負担額を支払ってから、
後で助成金が戻ってくる「償還払い」です

伊
達
町
長　

医
療
費
助
成

の
現
物
給
付
は
、
全
県
的

な
関
係
機
関
と
の
調
整
が

必
要
で
あ
り
、
町
単
独
で

行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

県
は
、
市
町
村
や
各
種

団
体
等
か
ら
要
望
を
受

け
、
現
物
給
付
化
を
検
討

し
て
い
く
考
え
を
示
し

た
。
市
町
村
に
意
向
調
査

を
実
施
し
、
年
内
に
は
県

と
し
て
の
方
向
が
示
さ
れ

る
と
聞
い
て
い
る
。

　

県
で
現
物
給
付
化
が
制

度
化
さ
れ
た
場
合
は
、
内

容
や
他
市
町
村
の
動
向
等

林
﨑
議
員　

住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
事
業
奨
励
金
は
、
来

年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
る

が
、継
続
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
住
居
部
分
に
限

ら
ず
、
店
舗
部
分
に
も
対

象
を
拡
大
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

町
長　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

林
﨑
議
員　

減
資
に
よ
り

三
セ
ク
の
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
化
を
考
え
て
い
る
と

説
明
を
受
け
た
が
、
町
民

の
負
担
に
な
る
と
考
え
る
。

奨
励
金
交
付
事
業
は
、
平

成
27
年
度
ま
で
と
な
っ
て

い
る
が
、
継
続
に
つ
い
て

は
、
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
店
舗
併
用
住
宅

に
対
す
る
事
業
対
象
の
拡

大
は
、
商
店
街
の
活
性
化

の
た
め
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

町
長　

減
資
は
、
累
積
欠

損
金
の
解
消
な
ど
に
有
効

な
手
法
で
あ
る
。
町
民
に

新
た
な
負
担
を
与
え
る
も

の
で
は
な
い
。

住宅
リ
フ
ォ
ー
ム
奨
励
金
を
店
舗
に
も

対
象
拡
大
を
前
向
き
に
検
討
す
る

三セク
減
資
は
、
町
民
負
担
で
は

新
た
な
町
民
負
担
は
な
い

を
見
極
め
な
が
ら
、
積
極

的
に
対
応
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
医
療
費
助
成
の

自
己
負
担
は
、
住
民
税
が

課
税
さ
れ
る
一
定
の
所
得

の
あ
る
人
に
は
、
応
分
の

負
担
を
お
願
い
す
る
。

医療費助成の現物給付化を

（※）１カ月１診療科あたり外来で1500円、入院で 5000円の自己負担
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岩泉町の人口岩泉町の人口
テ ー マ

②

　

今
か
ら
55
年
前
の
昭

和
35
年
が
人
口
２
万

７
８
１
１
人
で
一
番
多

か
っ
た
よ
。
現
在
の
約

２
・
７
倍
だ
ね
。

　

今
の
人
口
１
万
３

1 
2
人
は
、
１
３
７
年

前
の
明
治
11

年
と
同
じ
く

ら
い
だ
よ
。

　

昭
和
35
年
の
高
齢

化
率
（
※
）
は
、
５
・

37
％
で
、
１
０
０
人
の

う
ち
５
人
が
65
歳
以
上

だ
っ
た
よ
。
今
は
、
高

齢
化
率
39
・
48
％
だ
か

ら
、
１
０
０
人
の
う
ち

約
40
人
が
65

歳
以
上
の
人

に
な
る
よ
。

　

町
は
、
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
よ

う
、「
定
住
化
の
促
進
」

を
最
重
要
課

題
と
し
て
取

り
組
ん
で
い

る
ん
だ
よ
。

岩
泉
町
は
、
人

口
減
少
が
進
ん

で
い
る
け
ど
、

一
番
多
い
時
の

人
口
は
？

高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
と
聞
く

け
ど
、
昭
和
35

年
は
ど
う
だ
っ

た
の
？

25
年
後
の
岩
泉

町
の
人
口
が
４

６
６
２
人
に
な

る
可
能
性
が
あ

る
っ
て
聞
い
た

け
ど
。

人口の出典
明治11年…岩泉地方史、昭和35年10月1日…岩手県統計書、
平成26年10月１日…町民課、2040年…日本創成会議の試算

（昭和35年　男13,812人） （昭和35年　女13,999人）

年齢別男女別人口ピラミッド

岩泉町の人口が１番多かったころ
28歳だった佐藤さんに

当時の様子をインタビューしました。

（※）65歳以上の人口割合

―
当
時
の
主
な
産
業
は
。

佐
藤　

炭
鉱
、
炭
焼
き
、

木
材
の
切
り
出
し
、
製
材

が
盛
ん
で
し
た
。
炭
す
ご

造
り
も
忙
し
か
っ
た
で
す
。

　

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
を
飼
っ

て
い
る
家
が
多
く
、
小
川

か
ら
も
、
岩
泉
の
明
治
乳

業
ま
で
運
ん
で
い
ま
し
た
。

　

鍛か

じ

や

冶
屋
は
、
袰
綿
、

門
、
名
目
入
に
あ
っ
て
、

農
業
用
の
ス
キ
や
ク
ワ
、

生
活
用
の
包
丁
な
ど
何
で

も
造
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

― 

ど
ん
な
娯
楽
が
あ
り
ま

し
た
か
。

佐
藤　

小
川
炭
鉱
の
社
宅

の
近
く
に
、
従
業
員
の
慰

安
施
設
と
し
て
「
希
望
会

館
」
が
あ
り
、
週
に
１
〜

２
回
映
画
が
上
映
さ
れ
ま

し
た
。
小
川
じ
ゅ
う
か
ら

見
に
来
て
い
ま
し
た
。

サ
ー
カ
ス
や
お
な
ご
相
撲

が
来
る
の
も
楽
し
み
で
し

た
。

　

ま
た
、小
川
炭
鉱
で
は
、

毎
日
４
カ
所
で
銭
湯
を
沸

か
し
て
い
ま
し
た
。
地
区

の
人
が
無
料
で
利
用
で
き

る
の
で
、
私
も
家
族
で
よ

く
利
用
し
ま
し
た
。

　

囲
碁
や
将
棋
も
盛
ん
で

し
た
よ
。

　

テ
レ
ビ
は
、
昭
和
39
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

こ
ろ
、
数
軒
の
家
で
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

佐
さとう

藤　忠
ちゅうぞう

三さん
（門・82歳）

※平成26年10月1日現在（　　　昭和35年10月1日）

昭和 35 年で一
番人口が多いの
は、5～9 歳 で
4011 人。この
年代が平成 26
年には約 900
人になりました。
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検
討
し
て
い
る
議
会
基

本
条
例
は
、
第
１
章
か
ら

第
９
章
ま
で
全
24
条
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
総
則

２
議
会
の
活
動
原
則

３
議
員
の
活
動
原
則

４
町
民
と
議
会
と
の
関
係

５ 

議
会
と
町
長
等
と
の
関

係
６
議
会
運
営

７ 

議
会
と
事
務
局
の
体
制

整
備

　

議
会
改
革
調
査
特
別
委

員
会
（
委
員
７
人
）
は
平

成
25
年
６
月
７
日
に
設
置

し
、
こ
れ
ま
で
14
回
開
催

し
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
岩
手
県
立
大

学
の
齋
藤
副
学
長
の
講
演
、

先
進
事
例
３
カ
所
の
視
察

等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

独
自
性
に
こ
だ
わ
っ
た
条

例
の
制
定
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■ 

危
機
管
理
…
災
害
対
策

支
援
本
部
の
設
置

地方議会が目指すもの

　国から地方への権限移譲が進み、地方自治体の責任範囲が拡大している
ことから、町議会の果たす役割が重要となってきています。

　このような状況の中で、議会・議員の最高規範となる「岩泉町議会基本条例」
の制定に向けて、議会改革調査特別委員会（佐々木久任委員長）
を設置し、来年度施行を目指して協議を重ねています。
ここでは、固まりつつある骨子をご紹介します。

行
動
の
決
意
を
条
例
化

独
自
性
に
こ
だ
わ
っ
て

８
議
員
定
数
と
議
員
報
酬

９
補
則

　

こ
の
条
例
は
、
議
会
と

議
員
個
々
人
が
自
己
の
資

質
向
上
を
は
か
り
な
が

ら
、
町
民
福
祉
の
向
上
と

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
の
た
め
に
、
全
力

で
応
え
る
こ
と
を
決
意
す

る
も
の
で
す
。

■ 

政
治
倫
理
…
岩
泉
町
議

会
議
員
政
治
倫
理
規
定

の
制
定

■ 

議
員
間
討
議
…
委
員
会

質
疑

■ 

町
民
と
の
意
見
交
換
会

…
年
１
回
以
上
を
規
定

■ 

情
報
公
開
…
議
事
録
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
や

議
会
中
継

■ 

議
員
定
数
…
定
数
の
基

準
は
、
地
理
的
要
件
や

類
似
町
の
議
員
定
数
と

比
較
検
討
し
、
別
に
条

例
で
定
め
る

他町村議会に出向き、勉強会を行いました（紫波町議会）

連携 連携

連携

住民

行政 議会

二元
代表制

執行
機能

立法
機能

監視機能
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町
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
会
「
第
４
回
議
員
と
語
る
会
は
、
11
月
14
日
か
ら
21

日
に
か
け
て
、
昨
年
と
会
場
を
変
え
て
、
６
地
区
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

延
べ
１
４
８
人
の
参
加
の
も
と
、
９
月
定
例
会
の
報
告
と
議
会
基
本
条
例
案
の
説
明

の
後
に
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
主
な
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

議
会
運
営
・

議
員
活
動

生
活
基
盤

ぴ
ー
ち
ゃ
ん
ね
っ
と

で
の
議
会
公
開
は
ど

こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の

か
。（
袰
綿
会
場
）

一
般
質
問
の
公
開
な

ど
検
討
し
て
い
る

が
、
予
算
も
か
か
る
の
で

町
に
要
請
し
て
い
く
。

議
会
を
休
日
や
夜
間

に
行
う
考
え
は
今
ま

で
な
か
っ
た
か
。（
二
升

石
会
場
）

検
討
は
行
わ
れ
た
。

他
町
村
で
試
み
た
と

こ
ろ
が
あ
る
が
、
変
わ
ら

な
か
っ
た
と
聞
い
て
い

る
。
町
民
の
要
望
が
多
け

れ
ば
検
討
す
る
が
、
現
在

は
考
え
て
い
な
い
。

議
員
報
酬
月
額
21
万

円
で
は
、
若
い
人
の

な
り
手
が
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。
議
員
一
本
で
生

活
で
き
る
か
。（
大
牛
内

会
場
）議

員
報
酬
で
生
活
は

無
理
。改
善
も
必
要

で
あ
る
が
、厳
し
い
財
政

で
あ
る
。議
員
定
数
を
削

減
し
て
、上
げ
る
の
も
簡

単
で
は
な
い
。

若
い
人
が
出
席
で
き

る
議
員
と
語
る
会
に

し
て
欲
し
い
。（
大
平
会
場
）

次
の
会
は
、
若
い
人

や
女
性
と
議
論
し
た

い
。
次
回
の
語
る
会
で
は

力
を
貸
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

提
言
や
要
望
を
く
み

取
り
や
す
い
シ
ス
テ

ム
作
り
を
願
う
。（
大
牛

問

問

問

問

答

答

答

答

内
会
場
）

傍
聴
者
に
は
意
見
箱

の
設
置
を
し
て
い

る
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
メ
ー
ル
で

も
受
付
す
る
予
定
。

　

届
い
た
提
言
等
は
、
議

会
で
取
り
上
げ
、
活
動
に

役
立
て
た
い
。

議
員
が
縁
結
び
役
に

な
っ
て
欲
し
い
。（
大

平
会
場
）

一
助
に
な
る
よ
う
再
認

識
し
て
頑
張
り
た
い
。

問

問 答答
小
本
に
漁
協
が
あ
る

が
魚
の
販
売
が
な
い

の
で
、
道
の
駅
な
ど
で
販

売
で
き
る
よ
う
取
り
組
み

を
。（
栃
の
木
・
皆
の
川

会
場
）町

が
小
本
地
区
に
加

工
場
を
新
設
予
定
。

先
進
地
に
行
っ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
岩
泉

が
先
進
地
に
な
り
、
迎
え

る
よ
う
に
し
て
は
ど
う

か
。（
浅
内
会
場
）

岩
泉
の
先
進
地
の
要

素
は
、
龍
泉
洞
と
第

１
次
産
業
の
振
興
に
あ
る

と
考
え
る
。
特
に
も
山
を

有
効
活
用
し
た
交
流
人
口

の
拡
大
が
大
事
で
あ
る
。

廃
線
に
な
っ
た
岩
泉

線
の
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル

バ
ー
ト
を
撤
去
で
き
な
い
か
。

木
材
の
運
搬
が
出
来
な
い
。

（
栃
の
木
・
皆
の
川
会
場
）

Ｊ
Ｒ
か
ら
町
に
移
管

さ
れ
て
い
な
い
。
移

管
さ
れ
た
後
は
要
望
に
沿

う
よ
う
取
り
組
む
。

大
き
い
除
雪
車
が

２
、
３
月
に
納
車
さ

れ
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
間

は
ど
う
す
る
の
か
。（
大

平
会
場
）

新
し
い
除
雪
車
が
入

る
ま
で
は
今
ま
で
の

通
り
進
め
て
い
く
。

問問 答

答 答答 問問

乗用車１台が、ようやく
通過できる幅（尼額のボッ
クスカルバート）

町民の意見に聞き入る議員（二升石会場）
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定
住
化

子
育
て
・
教
育

皆
の
川
地
区
の
防
火

水
槽
ま
で
の
道
路
を

舗
装
に
で
き
な
い
か
。（
栃

の
木
・
皆
の
川
会
場
）

用
地
を
確
保
で
き
れ

ば
、
地
域
整
備
課
で

事
業
実
施
し
や
す
い
。

　
　
　
　

←

現
地
調
査
を
実
施
。
利
用

問答

頻
度
か
ら
、
切
削
材
を
敷

い
て
、
整
備
す
る
よ
う
町

へ
要
望
し
た
。

防
災
対
策
の
推
進
。

防
災
支
援
員
の
配
置

を
（
袰
綿
会
場
）

具
体
性
を
深
め
対
応

を
提
言
し
て
い
く
。

先
日
の
町
政
懇
談

会
で
配
布
さ
れ
た

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計

結
果
で
住
み
よ
い
と
感
じ

て
い
る
人
が
50
％
を
割
っ

て
い
る
が
、ど
う
思
う
か
。

（
浅
内
会
場
）

産
業
や
地
区
の
人
間

関
係
あ
る
い
は
子
育

て
な
ど
改
善
し
な
け
れ
ば

若
年
者
の
給
与
が
安

い
割
に
、
ア
パ
ー
ト

の
家
賃
が
高
す
ぎ
る
。
三

セ
ク
の
賃
金
が
ベ
ー
ス
に

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

の
で
、
給
与
を
上
げ
て
ほ

し
い
。

　

あ
る
い
は
、
20
年
間
家

各
地
の
イ
ベ
ン
ト
を

旅
行
会
社
と
相
談
し

て
ツ
ア
ー
を
組
ん
で
は
ど
う

か
。（
栃
の
木
・
皆
の
川
会
場
）

各
地
の
イ
ベ
ン
ト
開

催
日
が
違
う
の
で
現

状
で
は
無
理
だ
が
、
実
現
で

き
る
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

大
川
の
保
育
園
が
３

歳
児
か
ら
の
受
け
入

れ
で
困
っ
て
い
る
。
０
歳

児
保
育
を
し
て
ほ
し
い
。

（
浅
内
会
場
）

民
営
の
施
設
の
た
め

に
難
し
い
と
思
わ
れ

る
。
ど
ん
な
こ
と
を
す
れ

ば
実
現
で
き
る
か
要
請
し

て
い
き
た
い
。

郷
土
芸
能
の
後
継
者

が
不
足
し
て
い
る
。

補
助
等
で
育
成
で
き
な
い

か
。（
二
升
石
会
場
）

小
学
生
の
頃
か
ら
育

成
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
学
校
教
育
で
取
り
扱
う

べ
き
。
し
か
し
、
児
童
数

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の

で
難
し
い
問
題
も
あ
る
。

二
升
石
小
学
校
は
、

26
人
の
児
童
数
で
あ

る
が
、
地
域
の
核
と
な
っ

て
い
る
。
児
童
数
で
決
め

る
の
で
は
な
く
、
地
域
の

実
状
に
あ
っ
た
町
づ
く
り

計
画
を
お
願
い
し
た
い
。

（
二
升
石
会
場
）

な
ら
な
い
課
題
が
あ
る
。

問答

賃
を
払
い
続
け
れ
ば
自
分

の
家
に
な
る
と
い
う
よ
う

な
こ
と
が
出
来
な
い
か
。

（
浅
内
会
場
）　

色
々
な
手
立
て
を
考

え
て
い
る
が
研
究
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

定
住
化
に
対
し
て
は
、

独
身
で
も
入
れ
る
住
宅
を

訴
え
て
い
き
た
い
。

問

問 答答問答

問答

次回次回のの議員議員とと語る会語る会はは
55月月のの予定予定ですです
皆さんの参加をお待ちしています

学
校
統
合
の
問
題

は
、
検
討
委
員
会
が

設
置
さ
れ
協
議
中
で
あ
る
。

　

人
数
の
こ
と
だ
け
で
は

な
く
、
適
正
配
置
を
訴
え

て
い
き
た
い
。

問

答

後継者の育成を！町指定無形民俗文化財に指定
されている二升石黒森流鹿踊附森山流大念仏

笑顔があふれる住みよい町に！

提言する参加者（浅内会場）

問答
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定例会の主な日程
■町長の施政方針演述
　２月17日（火）
■条例・補正予算審査
　２月25日（水）～26日（木）
■一般質問
　２月27日（金）
■新年度予算審査
　３月３日（火）～６日（金）

問い合わせ先
岩泉町議会事務局
電話　22-2111（内線 252）
ぴーちゃんねっと　00-0252

岩泉 小川 小本 大川 安家 有芸 合計
参加者 33 18 13 39 22 23 148

アンケート回収数 31 14 11 36 19 18 129

1. 性別 2. 年齢
男性 女性 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代
103 21 0 0 1 11 38 45 29 3

半数以上が初参加

員
と
語
る
会
で

は
、
参
加
者
に
ア

ン
ケ
ー
ト
の
協
力

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

前
回
と
同
じ
く
、
60
代

の
参
加
者
が
多
い
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
若
い
世
代

が
参
加
で
き
る
よ
う
な
企

画
が
今
後
の
課
題
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
答
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

 

意
見 

・
毎
回
同
じ
会
場
で
な
い

の
が
良
い
。

・
時
間
が
短
す
ぎ
る
。

・
皆
さ
ん
が
気
軽
に
色
々

の
意
見
を
出
さ
せ
て
も
ら

い
大
変
良
か
っ
た
の
で
は
。

・
議
員
と
語
る
会
も
良
い

と
思
う
が
、
住
民
の
話
を

聞
く
会
も
良
い
の
で
は
な

い
か
。

・
人
口
急
減
策
…
協
議
会

を
早
急
に
立
ち
上
げ
る
べ

き
。

・
議
員
と
直
接
話
が
で
き

る
こ
と
は
、
今
後
に
つ
な

が
る
。

・
議
会
の
あ
り
方
が
詳
し

く
良
く
わ
か
っ
た
。

・
議
員
皆
様
の
資
質
向
上

に
期
待
す
る
。

議

第７回
臨時会成

26
年
第
７
回
臨

時
会
は
、
11
月
10

日
に
開
か
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
臨
時
会
で
は
、
２

つ
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お

聴
の
手
続
き
は
簡

単
。
名
前
と
連
絡

先
を
書
く
だ
け
で

す
。

　

審
議
日
程
の
予
定
は
次

の
と
お
り
で
す
が
、
変
更

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
、
議
会

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

平

り
可
決
し
ま
し
た
。

■
工
事
名

腰
廻
地
区
切
土
造
成
工
事

▽
金
額

 

２
億
２
０
３
２
万
円

▽
請
負
者　

㈱
畑
中
組

■
工
事
名

小
本
簡
易
水
道
取
水
井
・

管
理
棟
建
築
工
事

▽
金
額

５
４
９
７
万
２
０
０
０
円

▽
請
負
者

　

㈱
西
倉
工
務
店

腰
廻
地
区
の
切
土
造
成

 

工
事
の
契
約
を
可
決

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
?

　
　

次
の
定
例
会
は
、

 

２
月
17
日（
火
）開
会
予
定
で
す

傍
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　12月定例会の傍聴者数はのべ12人でした。傍聴された方の中から、
岩泉の八重樫さんご夫婦に傍聴した感想などをインタビューしました。

月定例会会の傍聴者数ははのべ12人でしした 傍聴されたた
ひとことインタビューひとことインタビュー

八
や え が し

重樫　弘
ひろこ

子さん・康
やす
さん

（岩泉・57歳・63歳）

人口減少・
過疎化対策
まったナシ

―
傍
聴
の
き
っ
か
け
は
。

八
重
樫　

ぴ
ー
ち
ゃ
ん
ね
っ
と

で
町
議
会
一
般
質
問
が
あ
る
と

放
送
さ
れ
た
の
で
夫
婦
で
来
ま

し
た
。

―
傍
聴
さ
れ
た
感
想
は
ど
う
で

し
た
か
。

八
重
樫　

思
っ
た
よ
り
静
か
に

進
め
ら
れ
て
い
て
、
傍
聴
人
が

少
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
各
議

員
に
番
号
が
つ
い
て
い
る
こ
と

が
面
白
か
っ
た
で
す
。

　

次
の
議
会
を
楽
し
み
に
、
ま

た
傍
聴
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
議
員
に
対
す
る
要
望
が
あ
り

ま
す
か
。

八
重
樫　

色
々
な
こ
と
を
話
し

合
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た

が
、
ぴ
ー
ち
ゃ
ん
ね
っ
と
の
利

用
を
も
っ
と
す
べ
き
で
す
。
例

え
ば
、
議
会
中
継
な
ど
を
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

―
議
会
や
町
政
に
対
す
る
要
望

な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

八
重
樫　

ぴ
ー
ち
ゃ
ん
ね
っ
と

と
い
う
素
晴
ら
し
い
シ
ス
テ
ム

が
あ
る
の
で
、
選
挙
速
報
、
小

さ
な
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
火
災
な

ど
を
掲
載
し
、
関
心
度
を
上
げ

る
こ
と
も
活
性
化
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。

　

名
前
の
と
お
り
、
朝
鮮

半
島
で
最
初
に
発
見
さ
れ

た
。
日
本
列
島
が
大
陸
と

陸
続
き
で
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
想
像
さ
せ
る
貴

町
指
定

天
然
記
念
物

チ
ョ
ウ
セ
ン

ア
カ
シ
ジ
ミ

町民の
みなさんからも
募集します。
持参または郵送で受け付けします。
〒027-0595（住所不要）
岩泉町役場議会事務局

重
な
蝶ち

ょ
う。

日
本
で
最
初
に

生
体
で
発
見
さ
れ
た
の
が

田
野
畑
村
で
、
岩
泉
町
で

も
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら

昭
和
49
年
に
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
た
。

　

６
月
下
旬
か
ら
７
月
上

旬
に
か
け
て
羽
化
し
、
午

後
か
ら
夕
方
に
か
け
て
活

発
に
活
動
す
る
蝶
で
あ
る

が
、
飛
翔
能
力
は
弱
く
、

植
樹
木
（
ト
ネ
リ
コ
の
幼

木
）
の
周
辺
し
か
飛
ば
な

い
。

　

交
尾
し
て
か
ら
、
翌
日

の
午
後
１
時
頃
か
ら
植
樹

木
に
産
卵
す
る
。

 

（
三
田
地
久
志
）

チョウセンアカシジミ
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ぴ
ー
ち
ゃ
ん
ね
っ
と
が
、
全
町
に

普
及
さ
れ
、
住
民
と
議
会
が
さ
ら

に
近
く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

12
月
定
例
会
は
、
急
速
な
少
子

高
齢
化
、
若
者
の
定
住
化
の
問
題

な
ど
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

来
年
度
は
、
広
報
編
集
委
員
会

が
常
任
委
員
会
に
な
る
予
定
で
あ

り
、
役
割
も
大
き
く
な
る
も
の
と

考
え
ま
す
。
見
や
す
い
、
わ
か
り

や
す
い
広
報
づ
く
り
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
編
集
委
員
長　

合
砂
丈
司
）

　

岩
泉
地
区
歳
末
助
け
合
い
で
「
お

振
る
舞
い
餅
つ
き
」
に
協
力
し
て
く

れ
た
岩
泉
中
学
校
の
生
徒
達
。

　

こ
の
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
に
よ

り
、
あ
ん

こ
と
き
な

粉
の
餅
が

振
る
舞
わ

れ
ま
し
た
。

議　

長　

加　

藤　

久　

民

委
員
長　

合　

砂　

丈　

司

副
委
員
長　

三
田
地　

久　

志

委　

員　

八
重
樫　

龍　

介

　
　
　
　

林　

﨑　

竟
次
郎

　
　
　
　

野　

舘　

泰　

喜

　
　
　
　

坂　

本　
　
　

昇

編
集
後
記

編
集
後
記

表
紙
に
よ
せ
て

表
紙
に
よ
せ
て

　

四
季
折
々
の
姿
を
見
せ
て
く

れ
る
「
丹
洞
」。私
は
、特
に
冬

が
好
き
で
す
。

　

鼠
入
川
橋
の
真
ん
中
に
立

ち
、丹
洞
を
眺
め
る
と
、１
５
０

メ
ー
ト
ル
の
断
崖
絶
壁
の
白
い

岩
肌
、そ
し
て
雪
で
真
っ
白
く

な
っ
た
木
々
、静
寂
な
川
。心
が

洗
わ
れ
る
よ
う
な
景
色
で
す
。

　

雪
が
降
っ
た
ら
、皆
さ
ん
も

心
を
綺き
れ
い麗
⁉
に
す
る
た
め
出
か

け
て
み
て
は
…
。

西に
し
か
わ川　

啓け
い
す
け介
（
岩
泉　

42
歳
） 

私・の・好・き・な・ア・ン・グ・ル・77

丹
たんどう

洞
町
内
の
写
真
愛
好
家
が
撮
影
し
た

 

本
町
の
風
景
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
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